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節電技術を一変させる窒化ガリウム
新産業創造の中核を目指す
技術開発ベンチャーの魂

Kawai Hiroji_1965年ソニー入社。一
貫して中央研究所で蛍光体や半導体の
研究を続け、1994年からは窒化ガリ
ウム系に注目し、結晶成長と素子開発
を行う。1998年、GaN系の半導体基
板ビジネスを社内ベンチャー制度に提
案するが却下。 その後、 外部企業、
V Cにも事業化支援をもちかける。
2001年ソニーを希望退職後、パウデ
ックを設立。現在は古河機械金属と資
本・事業提携し、量産体制を固める。

今、時代は変化の只中にある。確かな未来を切り開くために、

経営者はどのような覚悟をもって、日々の決断を下しているのか。

「進化する人と組織」―その解を求めて、経営者たちに話を聞く。

河合弘治氏

パウデック

聞き手 = 中重宏基　（本誌編集長）
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従来のシリコンではなく、窒化ガ

リウム（GaN）を使った半導体基板

の開発に取り組むパウデック。GaN

系半導体は、電力損失が少なく高電

圧に耐えるため、ハイブリッドカー

のモーターやエアコンのインバータ

ー回路などへの用途が期待されてい

る。2001年にソニーを辞め、独立起

業した河合弘治社長。「自分のやり

たい研究を続けたかっただけ」と起

業時の思いを語るが、電力節減が強

く叫ばれる今、世界をリードする研

究はあらためて注目を集めている。

技術開発ベンチャーと大企業の、こ

れからの望ましい関係を意識しなが

らお読みいただきたい。

省エネの切り札になりうる 
窒化ガリウム半導体の実力

──東日本大震災後、節電が焦眉の

問題となってきました。パウデック

が研究・開発するGaN系半導体基

板も、その観点からあらためて注目

を浴びているようですね。

震災後、NEDO（新エネルギー・

産業技術総合開発機構）が省エネ技

術に関しては優先的に取り上げて助

成を行うという方針を出しました。

電力を生み出し、使ううえでの新し

い省エネルギー技術が、ここに来て

確かに注目されています。

エレクトロニクス製品の省エネに

は、パワー半導体と呼ばれる素子が

重要な役割を果たします。これまで

はシリコン（Si）系半導体が一般的

でしたが、通電時に熱が発生し、そ

の分、約１割の電力損失が起きてい

ました。それを防ぐには、素子の材

はずです。

もし、インバーター回路などに使

われる従来のシリコン系パワーダイ

オードを、GaN系にすべて置き換え

れば、15％から30％のCO2削減が実

現されると私たちはみています。

同様に、英国シェフィールド大学

と共同開発で、低損失・高耐圧の

GaNトランジスタの開発にも成功し

ています。こちらも、電圧が数百ボ

ルトの家電用インバーターや、サー

バー電源、電気自動車や産業用の電

動機器まで幅広い電力分野での応用

が広がります。

──今後、スムーズに量産化できる

ものなのでしょうか。

そこが最大の課題ですね。ベンチ

ャーだけでは大量生産は無理です。

また私たちには半導体デバイスとし

てパッケージ化するノウハウもあり

ません。どこか大手企業と連携しな

ければならない。2007年に古河機械

金属に出資を仰いだのも、それがあ

るからです。大手企業と広く連携し

ながら、新しい産業を興していくと

いうぐらいの気構えが必要だと思っ

ています。

料を別のものに変えることが必要で

す。１つは、私たちがやっている

GaNを使うものです。理論的には

これまでシリコン系では熱として損

失していた部分を、３分の１程度に

抑えられるようになります。

もう１つの材料が炭化ケイ素

（SiC）で、これは国の後押しもあっ

て研究は先行しているのですが、

GaNとともにコストが高いのが問題

でした。私たちパウデックの成果は、

GaN半導体素子を低コストでつくる

技術を開発したことにあります。

─GaN半導体素子の、高耐圧の

パワーダイオードやトランジスタで

すね。

従来のダイオードと同じ構造の

GaNダイオードをつくろうとすると、

高価なGaN基板を用いないとできな

いとされていました。私たちは、よ

り安価なサファイア基板の上に高品

質のGaN結晶を薄く均一に作製する

ことに成功しました。サファイア基

板自体は再利用できますから、製造

コストがさらに下がります。量産す

れば現在のGaNを使っている青色

発光ダイオード並みの値段でいける
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◆ 夜明けは近い“救国のテクノロジー”

「平凡な人生はいやだ」 
研究者の冒険心の支えとは

──もともと河合さんはソニーの半

導体研究者でしたね。

研究所では化合物半導体研究をず

ーっと続けていました。GaNはそ

の最後に取り組みました。 ただ、

2000年前後は、ソニーがエンタテイ

ンメント事業にシフトしていく時期

で、私たちのような基礎研究はあま

り顧みられなくなりました。「DVD

などのレーザーピックアップに不可

欠な技術」と会社には言い訳をしつ

つ、一方では社外との事業提携の可

能性を探っていましたが、うまくい

きませんでした。

そのまま、平凡な研究者として定

年まで過ごすという道もあったのか

もしれないけれど、それでは何か悔

いが残ると思って。やはり冒険心で

しょうか。若いときは山が好きで、

から激励のメールが来たりしますよ。

技術開発ベンチャーは 
なぜ次々と輩出されないのか

──技術開発系ベンチャーがなかな

かブレークしにくいという、日本の

産業構造の課題がありますね。

ベンチャーがいちばん悩むのは資

金ですね。新技術の実用化に時間が

かかると、そこまで持ちこたえるの

が大変です。私たちもベンチャーキ

ャピタルからの投資でなんとか食い

つないできましたが、追加投資が得

られなかった。アルバックとの契約

が切れかかるときに、幸いにも古河

機械金属が10億円を新たに出資し

てくれました。私たちが、古河に

GaNの結晶成長のノウハウを供与す

る代わりに、パウデックの本格的事

業展開のための開発・生産拠点を建

設し、貸与してもらうという内容の

資本・事業提携でした。これで成長

への弾みがついたと思います。

ベンチャーがダメになるのは、最

初はいいんだけれど、そのうち社長

が金策に追われるようになり、研究

開発どころではなくなること。当社

は銀行借入れもほぼゼロで来ていま

すから、金策で頭を悩ませることが

ないというのは有難いことでしたね。

──事業としては、研究開発だけで

なく、製造もしているんですよね。

研究開発だけのベンチャーという道

は考えなかったのですか。

窒化物半導体MOCVD（有機金属

気相成長法）装置を独自に開発する

など、GaNの結晶成長工程に当社の

独自技術があります。自社技術とし

北アルプスなどを攻めていたもので

すが、そういう性格的なこともある

のかもしれません。

今でこそ、画期的な省エネ技術を

日本からつくり出したいという使命

感がありますが、起業当時はそんな

だいそれたものではなかった。たん

に平凡な人生はいやだ、このままで

は終わりたくないという気持ちだけ

でしたね。

退職したのが54歳のときです。幸

い、新型の製造装置を開発したいと

いう意向をもつアルバックという会

社と利害が一致して、茅ヶ崎市の本

社工場の一角にオフィスとクリーン

ルームを設けることができました。

ソニー時代に発明した特許がコア技

術になっていますが、その使用を許

してくれたり、研究室の後輩の転職

を認めて黙って見ていてくれたりと、

このあたりはソニーの寛容なところ

ですね。今でも、私たちの研究成果

が新聞発表されるとソニーの人たち

上左：サファイア上に形成された、窒
化ガリウム（GaN）トランジスタの
エピ・ウエハー。サファイアもGaN
も透明なため、ガラス板のようだ。
上右：家電などのインバーター回路に
使われる、縦型GaNパワーダイオード。
下左：GaNデバイスの開発現場。ク
リーンルームになっている。
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ては先に挙げたGaNダイオードやト

ランジスタの開発を進めていきます

が、顧客の要望に応えてGaN系の各

種デバイスの製造も行っています。

純然たる研究開発ではなく製造ラ

インも持っているのは、やはりもの

づくりをしたいという思いがあった

からですね。実際にものをつくらな

いとわからないこともあるし、なに

より自分たちの研究が電子デバイス

として成長していく過程をずっと見

ていきたいということがありました。

社員は18人で、開発と製造がほぼ

半々です。営業部隊というのはいな

くて、飛び込み営業はしたことがあ

りません。開発と製造ではいちおう

の分担がありますが、当社の社員は、

受発注の伝票処理からウエハーの製

造、発送、さらに荷造りまで誰でも

できるようになっています。一種の

「多能工化」。人数が少ないというこ

とがあって、必要に迫られてそうな

っています。

本当は大学できちんと勉強した学

生を新卒で採りたいのですが、これ

が難しい。共同研究している大学の

先生も、学生には「まずは大企業で

修業しろ」と言うくらいで、なかな

か人を回してくれませんから（笑）。

ほかにも、いろいろベンチャーな

らではの苦労はあります。知財管理

もその１つですね。基本特許だけで

なく周辺特許もとっていかないと、

大企業に負けてしまうのですが、こ

れがなかなか難しい。

──欧米との差も感じますか。

GaN半導体の業界でも欧米にはい

くつものベンチャー企業が誕生して

います。それに大手企業が大胆な投

資をしている。最近もグーグルが

GaN系ベンチャーに大規模な投資を

したというニュースを読みました。

将来のスマートグリッド事業への投

資という狙いがあると思います。

翻って日本ですが、日本でGaN半

導体に取り組むベンチャーは当社し

かない。2001年の起業のときは、少

し早すぎたかなとも思いましたが、

今に至るも後から追いかけてくるベ

ンチャーがない。ベンチャーが現れ

ない、成長しないという風土は、日

本の技術開発の将来にとっては、と

ても危ういことだと思います。日本

の技術は一流という自負はみなさん

あると思いますが、それをグローバ

ルな市場のなかで標準化し、産業化

していくという点では、欧米やアジ

アに決定的に負けている。それを私

たちの力でなんとか突破していかな

ければならないと思っています。

どんな新結合を描くのか

センスが問われる

今回のケースを振り返ると、ベ

ンチャーと大企業の関係について、

２つの勘所が見えてくる。

「仮に社内で行き詰まっても、起

業という手があるさ」という道を

認め、むしろその道を奨励するこ

とで、研究者や技術者のモチベー

ション向上につなげることはでき

ないかという点。

もう1つは、研究開発といった

らなんでも社内で自己完結させよ

うとするのではなく、優れたベン

チャーと協働することによって、

新たなイノベーションの回路を生

み出せないかという点だ。

パウデックのようにシンプルで

ピュアな志をもつベンチャーを、

イノベーションにどう結び付けて

いくのか。大企業のセンスが問わ

れている。　　　　 （本誌編集長）

AFTER INTERVIEW

■本社所在地／横浜市旭区（実質的な本社
は、栃木県小山市の小山事業所）　■設立
／2001年　■従業員数／18人（2011年4
月現在）　■売上高／非公開

パウデック




